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令和３年度地域の魅力を活かした観光地づくり推進事業

「キャンプ×ワーケーション」コンテンツ開発事業



【はじめに】

観光庁HPより引用。

企業におけるワーケーションの認知度は約8割になっています。また、一定程度普及してその
前提となるテレワーク導入率は38.3％とコロナ禍の影響もあり、急速に進んでいることがわか
ります。なお、企業にワーケーションを導入する理由を聞くと、①多様な働く環境の提供、②
心身のリフレッシュによる仕事の品質と効率の向上が最も大きなものとなっており、ついで、
③優秀な人材の雇用確保 ④有給休暇取得率の向上が続くことがわかります。
（中略）
観光庁が実施した調査では、利用者となる従業員のワーケーションに関する認知率は約8割

にのぼりましたが、実際にワーケーションを体験した人は全体の4.3％となり、テレワークの実
施率32.2%と比較してもまだまだ少ない状況です。ワーケーションに「非常に興味がある」
（9.0%）、「興味がある」（19.2％）と、「興味・関心層」は28.2％であり、この層は他の属
性に比べ年齢が若い層が多く、さらに小さな子供がいる家族の割合が高い傾向がみられました。

【Point☝】
●ワーケーションの認知度は約８割と非常に高く、コロナ禍の影響で急速に認知が進
んでいる。

●実際にワーケーションを体験した人は全体の4.3％で、テレワーク実施率32.2％と比較

してもまだまだ少ない。
●ワーケーションに興味がある層は28.2%で年齢が若い層であり、ターゲットを絞るこ
とが必要。

コロナ禍におけるワーケーションの動向について



【はじめに】

JTB総合研究所2020年7月17日更新コラムより引用。

5月末にJTBと当社が合同で発表した「新型コロナウイルス感染拡大による、暮らしや心の変化
および旅行再開に向けての意識調査」では、緊急事態宣言で芽生えた意識として、「働く場所
にこだわらなくてもよい」と考えている人が、40代以下の男性や29歳以下の女性を中心に多く
なっていることが分かりました。また、総務省が6月末に発表した「5月の人口移動報告（外国
人含む）」によると、東京都が2013年以来の転出超過になりました。単月の数値ではあります
が、移動制限下の大都市部での傾向は、生活や仕事の場の概念自体が静かに変わる兆しなのか
もしれません。一方、当社調査における旅行の目的や行き先の選択の基準も「安心・安全に旅
行できる」（新型コロナ前36.4％→これから46.4％）、「密閉・密集・密着が避けられる」（同
6.5％→20.2％）という三密回避で選択する傾向が鮮明になってきました。
こうした安全への需要の高まりとともに、テレワーク、リモートワークを超えて、「リゾート
地や地方等の普段の職場とは異なる場所で働きながら休暇取得等を行う仕組み」、「新しい働
き方」としての「ワーケーション」が急速に注目されつつあります。

【Point☝】

●コロナ禍により、「働く場所にこだわらなくてもよい」と考えている人が増えた。

●コロナ禍で求められている行先選択の基準は三密回避で選択する傾向が鮮明に。

●より一層アウトドアワーケーションが求められる情勢に変化してきている。

コロナ禍におけるワーケーションの動向について



【調査事業（ワーケーション先進地事例調査・都道府県単位）】

和歌山県では、全国の自治体に先駆けて2017年よりワーケーションを推進。ワーケーション
で和歌山に訪れる方、企業向けにサービスを提供される事業者を「WAKAYAMA WARKATION
NETWORKS」として募集し県が紹介する取組を行っている。南紀白浜でのサンセットビーチ
ヨガなど、地域の特性を生かしつつ体験できることを幅広く紹介し、魅力をPRしている。

【和歌山県】WAKAYAMA WARKATION NETWORKS



【調査事業（ワーケーション先進地事例調査・都道府県単位）】

長野県では、信州ならではの魅力に触れながら行う「信州リゾートテレワーク」という新たな
ライフスタイルを提案しており、首都圏や中京圏からのアクセスの良さや地域コンテンツを
PRし、身近な非日常空間という価値を提案している。また、HPではニーズに応じてプランを
絞り込め、利用者がアクセスしやすい工夫がなされている。

【長野県】信州リゾートテレワーク



【調査事業（ワーケーション先進地事例調査・事業者単位）】

【三重県大台町】奥伊勢フォレストピア

自然と人が豊かに共生するユネスコ・エコ
パークの里山、三重県大台町にあるホテル
＆コテージ。敷地内の豊かな自然を生かし
たキャンプサイトや仕事に必要な備品や
Wi-Fi環境を揃えたオープンワークスペー
スがあり、滞在中はリモートワークに必要
なもの（Wi-Fi、デスク、チェア、延長
コード）をいつでも利用可能とし、受け入
れ態勢を整備している。

全国１１か所に拠点をもち、キャンプ場を
週末に「遊びに来る」場所から、平日に
「仕事もできる」場所へと変化させるアウ
トドアサテライトオフィスサービス
「Office to go」の展開・拡充を図ってい
る。キャンプ場のあり方を「再発見」「再
定義」「再価値観」を通じて「新しく＝
RE」していくための様々な取り組みを精
力的に行う。

【国内６道府県】株式会社RECAMP



【調査事業（ワーケーション先進地事例調査）】

①地域の特性を生かしたプロモーション
☞十勝ならではのアウトドア空間や自然資源をPRしていく。
多種多様なキャンプフィールドやアクティビティを有して
いることが十勝の強みと捉える。

②設備の充実
☞アウトドアでのワーケーションにおいても電源設備と通信
環境は必須。
問題なくワークができるように整備していくことで利便性
を高める。

③ニーズに応じた柔軟な受け入れ態勢
☞利用者の職種や立場によってニーズは大きく変わるため、
受け入れ箇所の拡充や柔軟さが求められる。

ワーケーション推進のポイント



【調査事業（十勝管内におけるワーケーションのニーズ調査）】

十勝管内のイベントにおいて来場者や関係者にアンケート調査を実施。実際のギア
を見て、触れてもらったあとに調査用紙に記入してもらった。用紙にQRコードを付
けることでwebでの回収も行った。【有効回答数26 件(紙13件web13件)】

【Point☝】

●実際のギアを展示し、体

験してもらうことで必要なギ
アについて意見を集約。

●担当スタッフが説明や聞き取

りを行い、リアルな感想を
ヒアリング。



【調査事業（十勝管内におけるワーケーションのニーズ調査）】

【Point☝】

●タープを付属し、直

射日光や急な天候変化に
も対応。

●大容量モバイル
バッテリーで安心。

●メンテナンス性を考慮し、

ガス調理器具を付属。

●食器類も付属し、食材

を買えばすぐに飲食可能
なセット

●連泊を想定し、LEDランタ

ンの 予備電池も付属。

【セット内容】

〇テント 〇チェア
〇テーブル 〇寝袋
〇寝袋マット 〇焚火台・薪
〇火ばさみ 〇グローブ
〇ヘッドライト〇LEDランタン
〇ランタンスタンド
〇ガス缶
〇タープ
〇ポータブル電源
〇ガス調理器具
〇マグカップ
〇シェラカップ
〇テーブルウェアセット
（皿２種類）
〇予備電池
〇アルコール除菌シート

他

※赤字は既存の
レンタルプラン
に追加したもの

ニーズ調査より見えてきたポイント（必要な備品の整備）



【調査事業（十勝管内におけるワーケーションのニーズ調査）】

【Point☝】
●泊数については多様な考え方があり、一つに絞るのは難しいため、3泊4日から選択できるよう幅

をもたせた。
●価格は30,000円が適正価格との意見が多数であるが、それ以下の価格が適正との意見も一定数あった。

そのため、17,600円から設定し、利用しやすい価格帯とした。

ニーズ調査より見えてきたポイント（宿泊日数の柔軟な設定）



【調査事業（十勝におけるワーケーションのニーズ調査）】

後述する『十勝アウトドアワーケーションブック』において、アクティビティ情報紹介ペー
ジを設けた。

【Point☝】

●十勝の事業者おすすめのアクティビティ情報を厳選して紹介。

●QRコードを用意し、詳細情報はwebページにてチェックできるように整備。

ニーズ調査より見えてきたポイント（アクティビティ情報の充実）



【調査事業（十勝管内におけるワーケーションのニーズ調査）】

①必要な備品の整備
☞大容量モバイルバッテリーを備品として整備。
個人向けのレンタルプランからワーケーション用に必要
な備品をピックアップ。

②宿泊日数の柔軟な設定
☞ワーケーションについてはまだ定着していると言えず、
利用者の職種や立場によってニーズが変わってくる。
実態に応じて導入しやすい3泊4日～の料金設定。

③アクティビティ情報の充実
☞ニーズの高かったアクティビティを重点的に紹介。
やりたいアクティビティに合わせて自由にプランを組め
るように。

ニーズ調査より見えてきたポイント（まとめ）



【企画商品造成事業（「個人向けキャンプワーケーションプラン」の商品化）】

先進地事例調査・ニーズ調査の内容を踏まえ、プラン内容・宿泊日数・料金等を決
定。２０２１年１１月に「個人向けキャンプワーケーションプラン」として商品化
し、受け入れ態勢の整備を行った。

【Point☝】

●先進地事例調査・ニーズ
調査の結果を踏まえ、内
容を精査。

●店頭でのレンタルに加え、
レンタカーがセットに

なったプランをトヨタ
レンタリース帯広と
共同開発。

【KPI】
十勝型キャンプワーケー
ションプラン（団体・個
人）の開発・パッケージ化

／2商品

①個人向けキャンプワー
ケーションプラン

②レンタカーセットプラン



【企画商品造成事業（「十勝アウトドアワーケーションブック」の造成）】

（株）ソーゴー印刷と連携し、ガイドブックを作成。「個人向けキャンプワーケー
ションプラン」に申し込んだ方に配布する。今後増刷を行い、関連施設に配布する
ことでワーケーションの促進をPRしたい。

【Point☝】

●ワーケーションにおすすめ

なキャンプ場として、タイ
プの違う３種類を紹介。

●キャンプ場だけではなく、

屋内のワークスペース
も掲載。

●アクティビティはアン
ケートもとに厳選して
紹介し、QRコードで詳細
を検索できるように。

●ワーケーションに適し
た宿泊施設も紹介し、
キャンプだけでない利用も
想定。

●「十勝観光連盟」「帯広観
光コンベンション協会」へ

のQRコードも記載し、総
合観光情報へもアクセ
ス可能。



【広告・販売促進事業（日経トレンディ掲載）】

「個人向けキャンプワーケーションプラン」は、主に首都圏の年収７００～１００
０万クラスの３０代ビジネスパーソンをターゲット層としている。雑誌『日経トレ
ンディ』の購買層はこのターゲット層とマッチしており、こちらが訴求したい内容
をダイレクトに届けることができるため、広告を作成・掲載した。

【Point☝】

●全国紙に掲載することで、

首都圏のターゲット層
にPR。

●弊社youtube動画への
QRコードを添付し、紙
面から検索できるように。
掲載後、リーチ数が増加。



【広告・販売促進事業（web改修）】

「個人向けキャンプワーケーションプラン」をHPから申し込めるよう改修を行っ
た。また、トヨタレンタリースと連携したレンタカープランをトヨタレンタリース
HP内に掲載。今後デスティネーション十勝HPにリンクを作成し、ネットから申し
込みできるように整備予定。

【KPI】
・核となる販売拠点の開発

／2か所設定

①Destination TOKACHI 
STOREでのギアレンタ
ル

②トヨタレンタリース
帯広駅南店／とかち
帯広空港店でのギア
＋カーレンタル

【Point☝】

●販売チャンネルを増やす
ことによって、多くの人
にリーチできるように。

●首都圏のビジネスパーソ
ンがメインターゲットの
ため、レンタカーセット
プランは必須。



【広告・販売促進事業（映像撮影）】

2021年10月、モニター１名に協力いただきプロモーション動画の撮影。撮影場所は
「（有）十勝しんむら牧場」と「十勝ポロシリキャンプフィールド」の２か所で
行った。

【Point☝】

●イメージ動画として店

頭で流す、首都圏向
けの販売促進事業
で使用するなど、幅

広く活用していく予定。



【その他（パブリシティ発信）】

十勝毎日新聞社・北海道新聞社十勝版・FM-JAGAにて本事業の取組に関して紙面・
ラジオで発信。十勝管内のビジネスパーソンやアウトドア愛好家に向け認知の拡大
を図った。

①【十勝毎日新聞】
・掲載日時：2021年11月12日（金）
・掲載面積：447.69㎠
夕刊の1面にカラー刷りにて掲載

・広告換算：780,000円（税別）
※北海道広告業協会の広告料金表より算出

②【十勝毎日新聞】
・掲載日時：2022年2月12日（土）
・掲載面積：285.57㎠
夕刊の2面にカラー刷りにて掲載

・広告換算：494,000円（税別）
※北海道広告業協会の広告料金表より算出

③【北海道新聞】
・掲載日時：2021年11月19日（金）
・掲載面積：167.64㎠
朝刊16面にカラー刷りにて掲載

・広告換算：150,144円（税別）
※北海道広告業協会の広告料金表より算出

④【北海道新聞】
・掲載日時：2022年1月25日（火）
・掲載面積：167.64㎠
朝刊14面にカラー刷りにて掲載

・広告換算：31,671円（税別）
※北海道広告業協会の広告料金表より算出

① ②

③④
⑤【FM-JAGA】
・放送日時：2021年12月12日（日）

12月19日（日）
・放送時間：関連部分抜粋
12日21分05秒～26分40秒（5分35秒）
19日 9分30秒～14分30秒（5分00秒）

計10分35秒
・広告換算：105,833円（税別）
※FM-JAGA広告料金表より算出

⑤



【商品認知度向上から誘客へ】

・『十勝アウトドアワーケー
ションブック』を増刷、様々
な拠点に配布・情報発信する
ことでワーケーションの認知
度の向上。

・アフターコロナを見据えたメ
インターゲットである首都圏
及び大都市のビジネスパーソ
ンへの販売促進事業の継続。

【終わりに】

今年度の成果・反省を踏まえた次年度の取組内容

【受入体制整備から誘客へ】

・弊社の管内アウトドア事業者と
のネットワークを活かし、ワー
ケーションを切り口としたセッ
トプラン等の誘客システムの構
築。

・複数の事業者と連携した周遊プ
ランや体験コンテンツの組み合
わせ等によるオプションの拡充
を行い、十勝全域の事業者と連
携したオール十勝での受入体制
の整備。

アウトドアワーケーションの聖地・十勝へ


